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ヨル湖没·1~1：腹膜炎， 勝l]l!＼管炎， 腎f賞1lH字干い、ヵ共f也念性腹痛 ノ｛仮面ヲ黒スFレ腹腔外疾患例之， lj•心性肺
炎，念性結核，急性Lロイマチス1等デハヲ『；血球沈降速度＝異常ヲタ｜ミシテ居Jレノデアノレ。
3) 綴心室二撃すス JI.甲紋腺全勝l]tj









血清ヲモ注入シ得 Jレ。 1分間＝ 2ー ；icc宛注入サレル様＝調節ス レパ， 1日量 トシテハ2,5-4L I液槍ヲ
補一治スノレ~Ji'. トナ Jレ。必要ナレパ此操作 7数日或ノ、数週＝豆ツテ持績シテモヨイ。本法／適際症トシテノ、出
血時， Lショック1 諸種感染性疾患，手術後甲状腺毒素tjl毒症， 大手術後ノ合併症海l妨，Lイレ ウス＇，念性
胃旗張，手術後幅吐3t，、尿閉，諸種新陳代謝降石器，各種／中毒，或ノ、水分i乏状態等ヂアル。 Lショ ック1
./ 際＝ハ浪人液晶Lアドレナリ：..＇，ヲ力目へ＇ L fレウ ス「デノ、Lピツイ トリ；，＜ I，籾f尿病性Lアチ F'ー ジス勺ヂノ、
Lアノレカリ＇3tハL イ ン シユリン寸加糖分，敗血症＝ノ、血液乃至持殊抗血清，破傷風トカ寅扶：1＇~ID.ノ場合ユノ、
抗毒素，甲状腺毒素中毒症ヂハ沃度加里 7泌ジテ注入λJレ。
法入液トシテ純粋ナ食複ト3回蒸飽シタ水トヲ用 7レパ惑感I践傑ヲ来スヰEノ、ナイ。 Hymann及ピ ’！＇our＜伯
ヵ・ 1000例＝行ツタ経験デハ本法／ ：！＇｝＝血IWJ下降叉ノ、肺栓塞ヲ米シ:9~Ji'.ハナイ。 盤類ノ：量ヵ・多過ギJレト浮
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腫，肺j宇崎ヲク｜毛ス ~Ji·ー ガア Yレガ斯Yレ日寺ユノ、食堕水ヲj議シテ5-50%昔話萄羽I ヲ注入スル。
5) 男子生殖器結核J手術方針
Hugh H. Young (Baltimore) ／多扱臨床例ノ統計＝ヨルト男子生積器結核ノ、高I］象丸z原俊スル場合ヨリ
モ撤護腺及ピ精褒＝原告をスノレ場合ノカガ多ィ。叉；， ~扱ノ例デノ、早晩肺乃至腎ノ j結核ヲ綴~スノレ。精華I!;/










N. G. Alcock ノ、従来ノ撮~~腺易1]tl'i術600例ト Steams.J¥lcCarthy氏器械＝ヨル該尿道的概護腺電気切除
術600例トノ！え筑ヲ比較シヲ欠／~日夕主主ベテ居ノレ。平均入院日殿前者71 日後者16 日 ， 死亡率前缶22.3% 後





頭蓋外傷ニ封シテノ、保存的療法力。i斬宍旺y トナル傾向ユアル。 TempleFay ユヨルト一般＝行ノ、レテ居
Jレ保存的療法ノ方針ノ、cj，： ノ；知Iクデアル。忠者ガ入院シタラ車I］＝ハ取敢ヘズ一時的／繍踏まヲ行フニ止メ先ヅ
憎混，脈縛，呼吸ヲ検シ50%葡萄羽1Ji50cc 7静脈内＝注射スJレ。身惚ヲ温メ且ソLベヅト守／足端ヲ4;i。皐上
ス Jレ。鎮静剤トシテノ、t~水 L クロラー Jレ守 1.0 g又ハLプローム・ナトリユーム守2.0gヲ綬口的＝或ノ、其倍i止
ヲ直腸内へ奥へJレ。 LIレミナーJレ～、夏イガLモルヒネり、出来ノレうヒケi接ケ担ガヨイ。司王浪以下＝下ツテ居タ
骨豊混ガ普遁エナツタラ腰椎%￥刺ヲifソテ，目白脊髄液ガ血性デアノレカ叉ノ、歴ガ高ィ線ナ レパ液ヲ排除スル。








ル。 rnI主／ lliJ霊イモノノ、大腿骨~i部及ピ頭部 ノ肥大＝止 -c!' ）レ。之ヲ股巨大症（Cぃxa ma邑na）ト云フ。 Fヒψ1S




Curry 及ピ Bargtn ノ、大腸痩造；丘店、者＝就テ大腸ヨリノ吸牧試験ヲ行ツタ。 ~pチ大腸接ヨリ庇門側 ／－｝－.
外 ｜謝 五ι 献 17!)1 
腸ヲ矛lj用シ，とヲ徹底l~J ＂＇洗議シテオイテ其／部ヨリ／ I汲牧 7検シタノ ：ヂアル。其ノ j結果L メチレン 1育， Lア
























経ノ癒着ヲ禁｜］雪量シテヤ Jレ必要カ•7 ；レ。脳膜麗臆ヤ脊髄脳膜量制重 7合併シテ居ルモノヂハ，此ft路島炉、目｛昔脊

























二指腸内容排除ガ非常＝存易＝ナJレノデア Jレカラ術後十二指腸惑ヲ 11:_7，• ノレ危険ガ少ィ。術胃切除後／空洞
エノ、H.腰音Eヨワ Lプム1管ヲ挿入シテ排液スJレ。
15）手舟欽骨々折 J療洛
Burney，丸山ray 其f也2,3 ノ人々ノ、次／方針ヲ推奨シテ居Jレ。 ~pチ新鮮骨折ヂ骨折端ノ j移動ナキ場合ユノ、
技手ヲ背鱒位＝且ツ係＝検骨仮｜ト内l<!lfセル位置＝， ギフ・ス ＂＇ ＝ {j衣 ツ テ 6週間固定スル。粉砕骨折乃~骨折端
/I多聞佐シキ場合ユハ槻血的＝舟；1*骨ノ全部或ハ一昔日7除去スノレ。保？字的療法7鍛 ケ汀＝亘ツテ行ツテモ





節迄露出シ，大胸筋腫ノ上高象ョリ 1糎J：デ切断スノレ。弐イ ヂ二頭勝)iJ.,総／昔Eヂ上勝骨小結節ノ 2.5糧下／
l可カラ二政勝筋長頭厳重／方向＝骨＝孔ヲ穿ツテ閥節軟骨ヨリ 1.2.J 2.0傑下ノ昔日＝貫通スノレ。 先＝切断シ
タ二頭店前首長頭鍵ノ l二切断端ヲ此骨子Lノ中ヲ遜シ同店主下切断端ト縫合スJレノ ヂアル。之＝依ツテ純度＝上





手術二」ガーゼ iー} 使用ヲ鹿セヨ ( K fJir1i1uc1・ Keine Tupfer und. Mullkompressen wahrend 
c!er Operation, kein unnontiges Wundwischen ! Zbl. Chir・Nr.37, 1935 S. 2197) 
古来三F術ニ｜努シテ，止血，清拭及ヒ手術野／｛農大等ノ 白自’・）＝ ハ線、テLガーゼ1が使用サレテヰルガ，此／
場合品ノ、却ツテ1:¥血 "Jj.；＿ニシ，感染ノ；危険ヲj省大シ，Lガ ゼー可／紛失λJレヨ ト（Lカ’ー ゼ1ノ、 ＼＂erg脳 en サ
レJレノデハナタ verlier叩 スFレノ テアル）等ガアルコトヲ忘レテハナラx。著者ノ、食事＝周ヒ ラレル種々／
L匙， 7使用スルコト＝依テ，此等ノi吠魁7除キ得ノレ コトヲ提唱＂ 0 gpチ， L匙1ノ、紛失スJレコトナタ（之レ
ガ紛失シ担ナラパ恐ラク聖些ア！と／冠詞ガ｜柑セラレルノデアラウ）， 消毒完全＝ シテ， I血液，腹＊ノ虫日キ
ノ、掬ヒ出サレ，其／fl也鈍性最I｝議＝モ使川セ ラレル。大抵ノ手術Z J、lO*fiL/ L匙可ガア レパ充分デアツテ，




(E. 1Jnrcl1e1・－ぃ Form立linrnrbereitungdes Operationsfeldes. 
外 I~ ヌ； 献 li93 
手術里i：ノ皮膚消毒＝従来使用サレテヰルLヨー ド＇T幾ユ封シテ著者ノ、LフオJレ7 リy ・アノレコホール守（蕗
方 Lフォルマリン守5.0()t，、10.0),Lエオヂン＇0.0il，何% Lアルヨホー ル＇ 100.0）ヲ推賞シテヰル。
1) Lヨード丁幾＝比シ，皮勝夫皮＝存スノレ罪対芽ノ死滅＝直般的＝夜役ツ。 2) 消毒トシテノ持続作用
ノ、Lヨードf幾＝優Jレ。 .3) 皮膚障時（皮膚炎，壊痘）ハ，使用法ダ＝訣ラネパ殆ン ド絶封＝包ラナイ。 4)
縫針孔分泌物ハ少数＝於テノミ出境スル。 •J) L ヨートペ丁幾ニ比 シテ＇~産（ド イ ツ）可能デアリ ， 著シク低廉
デアJレ， ノ諸問ョリ多数ノ臨床例及ピ動物質験成績ヲ泉ゲテ指賞シテ居Jレ。（辻）
へツセ・フィラトフ民法三依リ治癒セ＇＂溶血性」ショック 寸.I1例 (.A. Boginα・：EinFall von 
hamolytischem Schock, rlurch rlie '.¥lethode von Hesse-Filato、geheilt.χbl.( :hir.×1・33,r935 
s. 1935) 
輸血＝於ケル最たノ危険ハi溶Jfil.性Lシヨ ・ソク1ヂアリ，之ハヲ毛m血液輸血ノj結果費＇＇・シ， 其ノ、血型決定／
訣リ＝存スノレ。最近マデi容血性ιショッ夕、／本態ノ、不明デアツタガ， l:l32年レーニ ング号 ード輸血研究所








~pチ本L ショック 1 ノ原因ノ、. .＼.~~ ト 忠ヒ シ：·.r.. 者／ j凪型 B引ナリシj~ナリ。叉其／後経過rド＼線検査＝ テ腎
t責務／械痕化ガ認 dラレル。




溶血性Lショック1治療J血按輪還 し·~，＇. TV Heinatz u. ;._¥'. I. Sokolo1l' ・ Plasmatransfusion als 
Methode der Wahl in der B~h礼ncllung des hamolyti乱lien~hocks. Zhl. Chir.子、；r.30, 1935 S. 1753) 
近年輸血ハ其ノ技術／進歩ユ依リ比h主的危険少ナキモノトナ ツ?I71 t 倫：急性溶血性Lショック，／；結果不
幸ナ勝鯖ヲトノレ例ガ若干アル。 E Hesse u. A. Filatowハ溶血性ιシ司ツ ク』針二／テ間引ノ貯戴血液／大
量輸血ヲ行ツテ好結果ヲ得テ居Jレガ.fl々 ノ、之ニ射シテ，臨床的＝T術後Lショック1 ノ重症，高度／：失血等
＝貯穀血衆輸注ヲ行Yテ優秀ナJレ結果7得 ！~.ir.及ピ， 弐／](1キ；E軒命的討究RPチ 1) 輸主主サレタ血球ハ早
期＝多カ レ少ナ力レ燐壌スル故＝血衆療法ノゾjガ優秀デア1レ。 2) 溶血ノ原閃ノ、多種多恨デ之ヲ究明スル
＝ハ幾何カノ時間ヲ要スル事ガ多ィ， シカモ之レ＝針スノレ輸血ハ早期＝行7政好結果ヲ得yレ事，倫ホ血祭
ノ、3ヶ月間モ貯泌＝耐久イ衣テ直チニiヒ得ル結ユ於テ血祭輸さ，，，、輸血＝優ル。；1) 貯蔵1fu.紫輸注＝於テ
A B型へ輸血ユ於ケ ノレ O型ノ ；如l ク何人＝モ輸注出来然モ －~：ニ市l] I浪ナキ ＇Jf. ヲ特徴ト ス。以上ノ ；知キ見地ヨ
リ吾人ノ、念.，可：溶血性Lショック， ／治療＝於テ輸血／代リ＝血祭輪it法ヲ提唱λJレモノ デアル。ソシテ最迂
血衆輸；主法＝イ夫Fレ念性溶血性Lシヲツク寸ノ1治験例ヲ持ツタ。（il本）
保存血中J徹毒病原韓撲滅＝就テ (0!7αnedαIt，δialk i nr/, 1'-ud-rjα1加 αJ¥V citere exp~rimentel\e 
Uutersuchungen iib~r die Ve1『1ichtun日deメ syphilitischenVirus im konseivierten Blut. Zbl. Chir. 
Nr. 26, 1935 S. 1513) 
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hla出eGewel i>trepc1nemen ヲ混入セ～物機騒血ヲ家兎豊島丸責質内＝注射セル＝ 16家兎ノ内15~、著明ナ徴
毒性愛化 ヲ嬰シ 1ハ十品種後18日目＝死亡セリ。碍i狗講義畿Jfn.( 1械野rj•J .：；ー；：）ヲ品目間氷室内貯蔵後注射セノレ
12ノ家兎巾9ヵ・催忠ス。同僚ナ前物械設f呆1f.血＝1,6二ノ制＝磁自主Lキューネ，7力日へ9モ／ヲ淀射シタ場ー合8
ノ、全店I，濯；志セズ。 しキュ ネー， 7有 スJレ菌拘話最重量瓜1(1械filfljJ.5）及ピιキューネ1ヲイIーセザルモノヲ各5日間
貯蔵ノ後之等ヲ前者。匹．後者12匹ェ注射セノレ＝Mレモ，・¥1怠ヲ見ズ。硲浮湯濃度／稀務十ルモノ （1視野1.(
0.Cl) ＝於テノ、 ；日間ノ貯蔵デLキューネ1 プ1fスルモ有セザJレモ拘講義政血『l』／徽毒病原穏！ヲ完全＝撲滅Ui司王
ノレ。 （武安）
麻酔準備トシテJLレクティドシ1陵睡 (A. SIαlmα川.Rektidondammer;chlaf als ::-Jarkosen-




¥Ii nclc~lh ＇＼］けhle其ノ他／諸氏＝ヨリ推賞サレルモノデアノレ。 200例ノ経験ヨリ其ノ長所ト使用可能ノ｜虫芥
ヲ述ベ／ =, 1) 危険無キョト。＇＼ lcin<lrath,Fri町liind町＝ヨレパ男子8.0，女子i.O，且ツ年紛ノ多少ユヨ
リI歳 ノ者ユハ 1ccノAAク少量ニ到ルマデ，老幼全ク危険ハ無ィ。（Zbl.Chir. 1934 Nr.23参照）叉過量／
際／解毒剤， 1之ピ随意＝仮睡 7lj1絶シ得ル暴露剣トシテノ、 Cardiazol ガI徒主主ノ働キ 7イ~－スル。 :2 ）作用。涜腸
後15-30分デ焼却IJ.if.シク，且ツ完全ユ安静ニ仮眠1伏態＝入ルカ・法、者ハ種々ノ指闘ユノ、反際スノレ。而モ醗メ
テ後ソレヲ記憶シテ活ナイ。ー欠ユLエー テノレ「J出滴麻酔ヲ行フガ車ナノレLエーテ Yレ可及ピLクロ ールエチル可麻
酔ノ際J様ナ興欝ハ匙ラフ・：＇， cエーテルオノ、約1/0＝テ足甘ん。 3）旋回。ヴー 術後4-5時間ニシテ明日f:.ナノレ
意識＝復ス。 Eを初~uレ終揃ハ通常見Jレモノヨリ者：シク縫イカコ必要ナラノ、 Bykonon ヲ周フ Jレ。
結論トシテLレタティ下／，ヲ危険ナクnツ毎~-f；繰返へシテ刑ヒ得Fレ麻酔準備剤， fl. ツ忠者／縞岬状滋 7
犯サナイ卓越セJレ善指品ト認メノレ。（加藤）
後頭下穿刺Lコフェ4シ1注入＝ヨル呼吸廠痩J1治験例 （~H. Steinbriic/;: Heilung einer 
¥lemlahrnung <lurch subokzipitalstich uml lnjektion von Ko仔ein.Zbl. Chir. Nr. 3+, r935 S. 1995) 
1932年 2例ノ重淀呼吸納i嫁＝後頗下穿刺Lコフエイ：，／，注入ヲ行ヒ内 l伽jノ、；古松セリ。市住 Lデイラウヂ
イド1中毒デ心臓能力ノ、比較的頁好ナノレ毛呼吸停止セル56歳／患者ニ後頭ーf穿刺ユヨリ10%/ cコフエイ
y，ヲ10c. c. m.注入セ シ昌殿時間＝シテ呼吸ノ、手fl.盛ノ状態＝恢復シ永久治扮 ヲナシ?I9 0 本法ハ簡単デ最
忌／ )j法トf吉ズ。（武安）
火傷J治療＝就テ
Nr.38, 193~ !". 2246) 
(H.ぷトム・any:Beitr弔問lBebandlung von Verbrennung. Zbl. Chir. 










外 Ii!司 メ； 献 17!li 
短波長及ビ超短波長療去＝ヨJi.火傷及ビ其J識防法 (D. H. Kl:仇g:Burns, prorluced by 
radio short ¥1・a¥・c and ultra-sl1けrtm 同 therapyancl their preventiqn. J. ofえm. ~T . .¥. ¥'o!. 104, 
:¥o. 22, 193~ p. 11)81) 
近米嫌＝宣博サレ， Lデイアテルミ『1ヲ座制シツ・ソアノレ知i.波μ及ピ超短波長療法ノ、，金属電鰍ヲ直接人
総＝接凋セシムル必要ナキガ故＝火傷ノ危険無キガ女日夕見ユレドモ， ソハ大ナノレ諜ナり。








顔面丹毒Z劃スJj.特殊抗血清及ヒ紫外線治療J評債並エ比較 ¥Ji. J. Lαvender. & L. Gold・
川｛川： i匂cialerysipelas, evaluation and compari,on of specific antiserum乳ndultra,・iolet therapy. 








同時z同胞z現レタル骨肉腫＝就テ l C'. P. Roberts: Concurrentοsteogenic s:ucon】a in 
l》rotherand sisters. J. of ,¥m. M. A. Vol. JO), :¥0.3・I93) p. I 8 I)
l司胞7人 I ］家族ノ 11' 1 人 ノ !J） ト 2 人 ノ女ユ骨肉関ガl·iJ時二現レタノレ質例ユ就テ漣ベル。第 1 似~，.、；伝









同種皮膚移植法ノ疑問 (H. JI.れ・usle1・，ぷ H.l>.凸gsnetl：’fhe<)uestion of homoplastic 
skin grafting. J. of Am. '.¥I. A. Vol. 104, :¥o・23,1935 p.2076) 
l寸種皮f~移航法ハ血引＝閥スル智識及ビ輸JhL ノ成功ト共＝興味方’持タレ，血型ノ一致ガ本法／要素トサ
レテ諸宗ユヨツテ試ミラレタガイ三成功＝終ツタ。吾々ノ、本法 75例ユ就テ行ツテモ欠ノ結果ヲ得9。印チ移
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シモシド民病J療法 (L. F. Bα川 i11相川 メ1mmond・8 clis~aYc (pituitary cachexia). J.of Am. 
1¥1. A.γol. IG), Nn.1 1935 p. 20) 
著者ハ；；immon<l氏病l!ilf'fl：惚！性怒液質＝忠レノレJI長ノ少女：＝.4ヶ月小＝亘ツテ妊娠尿qiノ勝下電骨豊前




頭蓋骨折100伊tl.＝.就テJ研究 (D. E. ＿｝＇，臼rfr'./:λstud_1・ nf one hunclre：、lcases of ・drnl fractures. 
J. of Am.九I入 Vr1L 1 0~ ， 穴I }, 26, 1935 P・ 2332) 
頭主主骨折治療 ｜二品於ケノレ年齢BIJ自係， 骨・折／ 種主；l>Jlj関係•U~ ＝－ 其／廃（在，i官粉、ギヲ：t＼者100例＝ツキ鍛年
ーワタリ観察！i[f’えセノレi山県，外科的手術ヲ要セルモノ＇！I；刈qi，ノ「if;14例I附九日例ィ、if;:;r抑lユ シテ，保｛｛－~＇；］療
法7nセルモ I 74例’Ji，全治40例軽快＇.！~例 f、 j台；:f掛］ナ リ。
J二漣ノ拘I7 ノ＇dfi ノ、 Ii ：＼；＞，；ヲ ， •j ~＇睦快gnチ多少ノ i去i立：1ii＇ ヲ疫スモ術職業ニ従＇］；：シ得Jレニ到 リ J)I ）レ モノ 31%,
不治~nチ後退花強タ官ク 向己ノ職業＝従事シ得ザノレモノり アムナリ。コ、＝云フ後退痕トノ、頭痛， 陛雪量， 記
憶依扮，外傷。同：精紳病， 精市中著書質， w.京， 11i!/.W.rr:a•1(t 11臭＇C~降寸：，顔面［紳緩F1W舛［， tj~ ：！有不随等ナリ。
＝欠＝患者年齢別並＝頭骨折種級別統計表ノ、本’よι 掲載サノレモコ 、＝聞各ス。（堕津）
ハセ F一氏甲航腺腫手術後J術後反感＝封スル濡血＝就テ ( C fri/lf/: Uber d巴n.¥1 lerlass 
bei der pc川リPビr.HivenReaktion nacli Bas気lowkropfoperatiけnen・χbl.じhir・：＼＇r.2リ， Iサ35:-;. 1682) 
パセドー氏甲状腺！陀／手術後ニ起ノレ1[1)奇ナ術iをJi.f!lt／、 l'lumrnc ；· 氏／沃！店新1j~昼置ガ貞行サレテ カラ ノ、~
クナリ I三onig'l同はノ』クリ 品 iソク，：＝.於テノ、l'.!1fil） ノ 手術lj• ：：似jガソノ 1＇｝ メユ死亡シタ ＝過ギナイ ガ，著者
ノ、最i.1£当，i;4 #IJ 目ノ術｛孟ノ ：nnr, ナ興信状態ヲ起 シ タ：官、者＝ 税血 ヲ ii •；！ 夕 日fr :o r;位カラ白fr.ツテ症状ガヨタ
ナ 9'150 g ヲ保 リ終ル頃ノ、安静ナJ米イ睡眠ヲ トノι怯＝ナツダ l#1]7漣ベ，反ニバ結果ヲi~十 タ他ノ 2例カ
ラ今後三竺x三氏甲状腺腕三子術I圭ニ｜司椋ナ可i二：p；ヲ雫スノレ例＝遭遇セバ必ズ涜血ヲ試 ミルベキ ヲ薦メ テヰ
ノレ。
飴T涜血ノ此I；邸主ナ効果＝就テノ、色々ナ版図／綜合作Jtl=-flυレガ本質的ニー ハ潟lfit=-1.ムリ肺循環ノ荷重ガ
トレ肺臓毛細？？ノ 1血液循環カ’司 クナヲ沢正庁交換ガ正常化サレノレj'}メデアラウ ト立Jj;ベテヰノレ。（房岡）
胸部
肺結稜療法二於ケJI-Leotta民法＝依，...肋間神経遮断市f.r (F. Rαbbo1i: Die Ausschaltung 
der Inlerkostalnerven nach der・?Iじtl1Hle1・on Leotta bei cler Bchancllun!! der Lun!en1uberku-., v 
Jose. /'.bl. C!ir. '¥r.23・Iり.））:-;. I.)) I) 
イ.：il: ，、肋間／~~I f：；＇~ヲ i酎＇i~ ＝＝－テJ~渇fセシメ胸底＼.Mi ノ 十世能 ヲ主l] f•宇シ延イ テ 11：＇.）郎防l縮量生ヲ減少セシメ肺機＝比較
的ノ安静ヲ奥フノレι アル。其ノ万法ノ、紗；状突起ヨリ約」じ11外ユテ月IJ骨子・縁：＝.r-仔ソテ注射針ヲ 下線ヲ蚊粍
越ユル主刺入シ，先4：%ιノポ力イ ン寸1/2cc ；失 デ！の%~門的 2cヲ徐々 ＝－n入スル3 耐シテ毎常雨側ノ第E
斗nm力開•iill1 ；日二川日キエJとヲ施行λ ノレ。印チ雨J!1ドユ｜寸時＝安静ヲ輿へ得ラノレ、E甲ヂアル。
2-3ヶ月後ニノ、耐叫iノ＇＂＇復ア ノレ故I疋ニ反彼，とヲ施行スノレ必要ガアノレ。 本法ニヨリ清明ナノレ局所症状／減




肺臓充填法｝~主蓮及ビ搭来 ( W. .Jelm. Die Entwicklung und das Schicksal der Lung叩－
plombe. Bruns’Beitr. 161 Bd. Ht・3,1935 s.489) 







iL腺腫蕩JX線診断 (iV1αι 川to,P. F. Butter, E. Oneil: Roentgen diagnosis of tumors 
of the breast. J. of A肌 l¥I.;¥. Vol. 105, >:0.5, 1935 p. 345) 
X線検査ハ女性乳腺I霊場：診断［ lー：’若手易＝シテ耐モ信頼シ得ル 1方法デアノレ。印チ礼服；新生物及ピf也／病理











胃手術後肺臓合併症＝劃ス＇＂ 1考察 （λ’I’ic 
Eing1消e口叩1Mag巴『】 auftretendenLu『】genl《omplikationer】. Zbl. Chir. Nr.31, 1935メ.1816) 
610例ノ胃癌胃潰場十二十日腸波握手／手術後ι 於ケルmri臓合併従品就キ手術部til:JF齢麻酔法ノ関係ヲ考究
シ，結局ソノ大部分ノ、分泌ヲ抑制スノレ薬物品依リ免レ得ノレト ~j· ヒ ，原則 トシテ』アト ロピン「ヲ術部！＝，倫
要スレパ夏エ手術rf1ュ用フベキ ヲ提唱ス。（川上）
胃潰房根治手術後10-17年＝於ケル560人J健康蹴態＝就テ (JI. Friedcmαnn: Uber den 
Gesundheitszustand von 360 Personen, JOー17Jah陀 nachder Radikal叩erationwegen Magen-
geschwiirkrankheit. Zbl. Chir. N'r ・25,1935 メー 1456) 









Nr・31,1935 S. 1821) 
( C.{,cl/I.f' Ein Beitrag zur Frage cl er Gasperitonitis. Zbl. Chir. 
Zlil. Chir. Nr. S・1935 ヂ Millier氏ガ此／問題＝就テ 1#IJ被告ー シテヰル。 我々モ同様／例症ヲ観察シ
タ。 14歳ノ少女； 1.：年15/III；急性盆様突起災ノ痕吠ヲ半シ開腹シ 17j量販股内品浪濁セル膿務／穆Ii物ア
リ，盆微笑起ハ蓄膿状＝服脹セリ故旦愈様突起切除術 1・排膿管挿入ヲ 1i フの ~T-術後ノ、街ラタシテ解熱セリ。
~~Iレユ約九週間後＝通ミリ骨量i皐上昇，保温及ビ腸瓦斯排骨量止マザ腹音B~、膨満鼓音 7写ス。故＝再度，，手術ヲ
行 7o 腹膜ヲ開タ＝，低ク街全容シナガラ無臭ノ ：瓦斯I:¥ヂ腹音E，、縮小ス。 腸管ノ、膨脹セズシテ厚サ約1糎
／蜂蜜検》黄色ノ：繊維被覆アリ。 叉H音色 lj参n・.液多量アリ。 コノ繭者一ノ一部ヲ取リ細閥的検資ヲナスユ
Paracoli, c . tiヲ得タ。排膿管持・入ヲナス。代々ガコノ観察ヲ桜子i‘スル瑚tr-Joiハヲノ京新腹膜炎ノ細菌的被査




9歳J小児二費生シタ＇＂＇脊髄血管腫事並＝新診断畢的症候群＝就 4テ (Tr. c. Bl.αck & H. 
K.Fiαber : Bloocl vessel tumor of the spinal cord in a boy aged 9 years, wite special sefe:・ence 
to a new diagn0sti: syndrome. J.of Am.ユIA. V0l. 104. No. 1935 p. 1S89) 
著者ノ、三子術＝依リ説明シ9血管内皮細胞MU丘二シテー昔日静脈鰭ヲ含ム 1仰jヲ主li・Nシ鵠l妹膜下血管腿＝特
イ』ナノレ症候哲学トシテヨi.;:_I知ク逃ベテヰノレ。第］ ＝脊髄穿刺ユ依リ沃J!£i由ノ沈下ノ模繰＝法~；スル事。 第 2
= Froin氏症候0 J.lt 3品 Queckensteat氏痕候が初メ陰性＝シテ脊髄穿刺＝依リ脊健液少量7取リタ Jレ後
陽性＝袋Jレ事ハ特有デアノレト。（宇野）
四肢
ドウブ4トラシ氏手指筆縮J外傷性授生Z就テ (H . .Kohtnwyer : Zur Frage cler trauma-
tischen Entstehung der Dupuytrein’schen Fingerkontraktur. ZbしChir.;¥r. 33, 1935 S. 1928) 
著者ハ本疾患ノ後生＝就テ，諸家ノ意見ヲ述ベ，特＝外傷ユヨリテ俊生セ Jレ本疾患＝就テ， ~J ヲ泉ゲテ
説明シテ居Jレ。 e~チ模骨骨折忠者640；担tl(男110， 女530, l!l28～1934) J!llO例（l.G；＞.，努6，女4）本疾怠ヲ
起シ， :I I中7例ニ就テ主主，f，作IレモLギプス守織幣除去後，第lV-'f-ti基底閥節部（下掌耐）＝小滞状滞或ハ





骨壁内挿梓法｝ 1塑法 (I'. I・；，r.,fa: Eine ,¥banderung meiner Knochenwandl沿lzung.Zbし




外 凶 3C il¥ 17!l!l 
-1;71闘ヲカ日，、骨折線ノ i-.r・ュ＇l：ぜん骨JIヲ分離シ，之ヲ 1列ユ列ベ骨請を＝持入シ骨折雨端＝架橋ス。此／法
＝ヨリテ上正午成績ヲ』Iiメ17）レモ1荷2ツノ扶助アJレ＝気付キ之ヲ己主上心貨施（4例）セリ。
歓喜占ノ 1ノ、岡板双1Jlιテハ抵抗長ダJ、ナノレnメ普遁／ L毛ーター寸7以テシテノ、ィ、充分ナJレヨト＇ 2ハ最
初級密＝抑入シ腸線ヲ以テ魁：｛＆セノレニモ11;リラ ズ甲掛品骨片方’動指~ 7. Iレユ歪Jレコトナリ。於此庭原法ヲ根本
的ニ簡易化シ異物ヂハアJレガ骨i;・ ／代リ :o. ;l純鍛製ノ襖 7使用セリ。 ~nチ岡板双鍛 ヲ周ヒズ困板箪鋸ヲ以テ
前ト同機／骨溝ヲ作リ銅銭模＝テ骨折雨端ユ架橋町此／［努襖ノ背ニ溝 （Falz) ヲ作リ鑑ケバ骨髄腔内エ
陥落スルコトヲ滋ケラノレ， 叉締入｛量腸線＝テ書t：｛主スJレノ要ナシ。
此Ji法ハ操作ノ簡易込速及ビ小手術創＝テλ ムコト ノ諸貼＝於テ推奨＝償スルモノナワ。 （井上）
紅門
坐骨直腸嵩不完全凄J手術二就テ (A. 1；山・en:Zur Operation der inkompletten Fi市 Jnder 
Foss;¥ isじhiorectalis.χbl.Chir・う•fr. 30, I 93 5メ.775) 
f；立令棲ハ非観血的＝ハ｛古俗シ得ヌモ ノヂアJレカ＼直腸墜7穿干しシテ完全凄ユ愛ズルノハ却ヅテ新感染
／機含ヲ :!iii!へ Jレモノヂアル。著者，、~＇＂紡核性ィ、完全痩／手術＝際シテ． 疲ロヲ遁リ E工門縁ヲ部分的＝包鴎
シテ切淵シ，坐骨直腸符令嬢系列除去シ，内外指約月Jiノ、切断シナイ。此／｜努I｛：＿ジ？ ）レ空凋／慮i置ニ就テノ、
夫ノ縫合法ヲ ｝！］ フ。卸チ先ヅャ、太干絹糸ヲ外側皮r~，徐ヨリ車ljf:努底マヂ遁ジ，次ユ直腸墜 （上部ュ テノ、H工
門象筋）＝主ト シテ縦＝所々桜ユ遁ジ，最後＝外測皮膚縁＝刺入口司リ鍛纏潟テテ糸ヲ出h 綿j散糸＝結ー
締シ：1,4週間後抜系ス。外括約筋ユノ、糸ヲ主主ジナイカラ機能ハ完全ヂアル。此ノ空洞閉鎖縫合法ハ完全痩
品モ内接口ヲ閉ヂテ際周シ得Jレ。最後＝i£＝内外雨創線＝皮膚縫合ヲカ目ヘノレ。（竹内）
